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１。緒言

　ポリアミド酸長鎖アルキルアミン塩のLangmuir （L）膜を水面上から基板に

累積する場合、水面上の膜の形態が累積された基板上の膜にも反映されると考

える。今回はその累積機構についてシリコン基板上の膜の原子間力顕微鏡

　（ＡＦＭ）像から考察する。AFM の結果からポリアミド酸長鎖アルキルアミン塩

の膜を累積させるとき、膜圧によってその累積機構に変化が生じることが分か

った。

2.実験

　２種類のポリアミド酸のうち１つと４種類の長鎖アルキルアミンのうち１つ

をそれぞれ１ｍＭベンゼン／ジメチルアセトアミド（１：１）の溶液でそれぞ

れ１：２で混合させる

ことによって展開用

ポリアミド酸長鎖ア

ルキルアミン塩の溶

液を調製した1）。

　Langmuir-Blodgett

　（ＬＢ）製膜装置（日本

レーザー電子　NL-

LB240S-ＭＷＣ）を用

い、親水性のシリコン

基板に展開用ポリア

ミド酸長鎖アルキル

アミン塩溶液から作

製したＬ膜を累積させ

た。この膜の観察には

原子間力顕微鏡

　（ＡＦＭ）（セイコー電

子工業　走査型プ・

－ブ顕微鏡SPA300）

を用いた。
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3.結果と考察

　ポリアミド酸長鎖アルキルアミン塩のn－A曲線をFig.lに示す。これより、

ジメチルアミン誘導体の長鎖アルキルアミンとピロリジンの誘導体の長鎖アル

キルアミンの場合では明らかにn－A曲線が違っていた。この原因は塩になっ

ているほうがドメイン構造をとるよりもがさばっていて、ジメチルアミン誘導

体の方がピロリジン誘導

体の場合よりも塩のまま

でいられやすいからだと

思われる。

　C18N5Mを長鎖アルキ

ルアミンとして用いた場

合、累積させる膜圧によ

ってAFM像が異なった。

23 mN/m (Fig.2a)と14

mN/ｍで累積させた場合、

C18N5Mのドメインは凸

状であった。しかし、17.5

ｍＮ/ｍで累積させた場合、

凹状であった(Fig.2b)。

凸状のドメインはC18N5Mの凝集したもので、凹状のドメインは凝集した

C18N5Mが抜けたものである。　ドメインの外側の海の部分はポリアミド酸又は

ポリアミド酸長鎖アルキルアミン塩である。

　C18N5Mの場合の累積タイプは面積一時間曲線から、23 mN/m で累積した場

合、アップストロークでもダウンストロークでも膜が累積されるＹタイプであ
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つた(Fig.3)。17.5mN/mで累積した場合、アップストロークでだけ膜が累積さ

れるＺタイプになることが分かった(Fig.4)。

　その理由は23 mN/m ではC18N5Mが累積されるため、アップストロークの

後、基板は親水性から疎水性になる。続くダウンストロークでは基板は疎水性

から親水性になる。次のアップストロークは同様である。17.5 mN/m の場合で

は、ほとんどのC18N5Mが累積されないので、アップストロークの後、膜が累

積されても親水性のままである。続くダウンストロークでは基板が疎水性でな

いので膜が累積されない。17.5 mN/m の条件で３回上げ下げした結果、２層の
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膜が累積されている様子がAFM像の凹のドメインの重なりで分かる（Fig.5a）。

そして、５回上げ下げした結果、３層の膜が累積されている様子がこれもAFM

像の凹のドメインの重なりから分かる（Fig.5b）。

　これらから、異なる膜圧で膜の累積機構が異なることが分かった。さらにそ

の理由がC18N5Mが累積されるかされないかによることが分かる。

4.結論

　ポリアミド酸長鎖アルキルアミン塩はＬ膜の状態ではすべて塩ではなく、長

鎖アルキルアミンが凝集したドメイン構造を持っている場合が多い。C18N5M

の長鎖アルキルアミンでは膜圧によって累積機構が違い、23mN/m ではＹタイ

プであり、17.5 ｍＮ/ｍではＺタイプであった。アルキル鎖のほとんどないLB

膜を作ることがこのような特殊な環境で作製可能であることが分かった。

Reference

1)T. Yuba, M. Kakimoto, Y.Imai, and M. Shigeno, Chem. Lett.,1635 (1993)

Transfer Mechanism of Monolayer of Polyamic Acid Long-Chain Alkyl Amine Salts onto
Substrate

Jiro Hamaya and Nobuyuki Wakayama (Faculty of Engineering, Toin University of
Ｙｏｋｏｈａｍａ)

Mitsutoshi Jikei and Masa-aki Kakimoto (Department of Organic and Polymeric Materials,

Tokyo Institute of Technology, Tokyo 152, Japan)Tel:03-5734-2429 Fax:03-5734-2875 e-

mail:osamu@tokyo. xaχon-net.or.jp

 

ポリイミド最近の進歩 1998




